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要　旨

　ソーシャルワーカーにとって，専門職アイデンティティ形成は極めて重要であるが，

それが困難な環境に置かれている．本論では，ソーシャルワーカーの専門職アイデン

ティティに焦点を絞り，それがどのように語られているのか，概念を整理し，その形成

のための教育訓練について提示する．

　ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティは，①専門職集団が共有するアイデン

ティティ，②個人の中に統合された社会的アイデンティティの一つとしての専門職アイ

デンティティ，さらにはそれに対する自己認識，③個人の中にそのアイデンティティを

内在化させるプロセスという 3 つの意味で使用されていた．

　③のプロセスに注目した専門職アイデンティティ形成のための取り組みとして，養成

課程では，「非公式カリキュラム」の土壌づくり，専門職アイデンティティを省察し表

明する機会の提供など 5 点，現任者に対しては，専門職集団との日常的な交流の場の提

供，ソーシャルワーカーによるスーパービジョンの提供など 4 点を提示した．

キーワード：専門職アイデンティティ，ソーシャルワーカー，

専門職アイデンティティ形成，概念整理，専門職教育・訓練

　はじめに

　「ソーシャルワーカーに固有性なんかない．そんな主張をすれば，隙間から漏れる人が出てし

まう．ニーズに合わせて動くのが私たちだから」と，専門性を問うインタビューで，あるベテラ

ンソーシャルワーカーが答えた．Oliver（2013）も，ソーシャルワークの固有性は，境界を設定

できないところにあると主張している．そうであればこそ，ソーシャルワーカーをソーシャル

ワーカーたらしめる，専門職アイデンティティの確立は重要になるはずである．

　専門職アイデンティティは，職業的成熟の獲得，バーンアウトにも関連し（佐々木・針生

専門職アイデンティティ概念の整理

　　 ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティ形成に向けて
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2006），ストレス耐性と相関する（前田 2009）ことも明らかにされている．ソーシャルワークの

価値を実現 ･ 実行するための礎（北島他 2002）であり，専門職アイデンティティの共有はソー

シャルワーカーの発展を促進する原動力（高良 1998）である．アイデンティティの一部である

中核的信念は，何を真実として受け入れるか，世界をどう見るかに影響を与えるフィルター機能

を持ち，知識の形成を左右する．同じ経験をしても，信念が異なれば反応は異なる（松尾

2006）．そうであるならば，「自由裁量」と「創意工夫」を実践の特徴とし，実践方法をマニュア

ル化しにくいソーシャルワークにとって，専門職アイデンティティの共有は必要（渡部 2015）

である．さらに個人的性質を使い，感情労働が期待されるため，アイデンティティ形成は重要

（Wood 2016）だろう．多職種との連携，協働のためにも，それぞれのチームメンバーがしっか

りしたアイデンティティを保持する（野中 2007）ことが求められる．

　しかし，ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティは多職種に比べて未成熟だという調査

結果もある（Adams et. al 2006）．エコロジカルやシステム論，環境の中の人というアプローチ

は共有できても，基礎学問も不明確で，思考形式の共通性・一貫性が見いだせず（北川他

2005），多職種にも通用する，アイデンティティを強化する術を持ち合わせていない（Oliver 

2013）．認知のなさ，実践テリトリーの不明確さ，組織におけるリーダーではなく受け身の役割，

知識体系のあいまいさなど，「固有の場所」を持たない（Beddoe 2011）．ソーシャルワーカーは，

孤独で役割葛藤を招くような状況に置かれている（Karpetis 2014）．

　日本では，社会福祉士には他職から資格取得するものもおり，ソーシャルワークにアイデン

ティティを持たずにソーシャルワークを実行する専門職が輩出されている（米本 2000）．秋山

（2007）は 25 年間の経年調査の結果，日本のソーシャルワーカーは，職務内容の煩雑さによって

アイデンティティの確立が困難になっていると報告している．資格も分断され，多様な実践現場

で多様な職名を用い，周囲からの異なる役割期待を受け，多様な業務を展開するソーシャルワー

カーにとって，自らをソーシャルワーカーとして自覚することも，さらには専門職アイデンティ

ティを内在化させることも困難である．ソーシャルワーカーは自分の拠点が不明確なまま，他領

域からの越境にさらされている（岩本 2015）．

　ソーシャルワーカーたちは，ソーシャルワークの中核価値を反映しない組織で勤務し，資源も

支援もない中で即戦力として求められ，そこでの役割帰属を期待されながらアイデンティティを

形成しなければいけない（Moorhead, et al. 2019; Moorhead, et al. 2016）．実践現場の文脈も，

新自由主義に大いに影響され，業務量の増加，実践評価や費用効率が強調されるようになり，と

りもなおさずこうした背景は専門職アイデンティティに影響している（Sansfaçon & Crête 

2016）．だからこそ，学生の専門職アイデンティティ形成は，教育が共通して目指すところ

（Oliver 2013） であり，専門職全体で定期的に議論することは，環境に即応するよう変化する専

門職として望ましい（Gibelman 1999）．

　アイデンティティについては膨大な研究蓄積があるが，コンセンサスは得られていない

（Mackay & Zufferey 2015）．「専門職アイデンティティ」にも多くの先行研究があるが，多くの
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異なる概念を伝えている．Wiles （2017b：2013）も，専門職アイデンティティについて相当レ

ビューしたが，概念は多様で理解は困難であると告白している．Trede ら（2012）も，Perry と

Erikson の発達理論，Giddens の構造化理論，Foucault の力関係と自己技術の理論，Hofer の

個人的認識論と，Engestrom の活動理論など，多様な理論が専門職アイデンティティの基礎と

して用いられ，考察手段として学習理論，省察実践，社会構成主義などが登場しているが，研究

者の間でもほとんど同意されていない，発展の遅れた領域だとしている．

　そこで本論では，そもそもソーシャルワーカーの専門職アイデンティティがどのように語られ

ているか整理し，その形成をどのように教育訓練できるのか，先行研究レビューを通して提示す

る．

　１．アイデンティティ論における専門職アイデンティティの位置づけ

　アイデンティティの原義は，「同じであること」「一致していること」であり，その中核は，

「自己とは何者か」「正真正銘の自分とはどのような人間なのか」という自己意識である（岡本

2007；24）．プラトン流に言えば，アイデンティティ・同一性は，存在が存在であるための条件

であり，自己を他者と同一視するという意味と，自分は自分だという一貫性の意味とがある

（Mandell 2007）．したがって，ある存在の一貫した自己であるといえる性質を指す場合と，自

己ともう一つの存在の関係を記述する場合とがあるという．

　Goffman（=2003）は，個人的アイデンティティ，社会的アイデンティティ，自我アイデン

ティティを区別した．個人的アイデンティティとは，特定の個人が他者から区別される，ユニー

クな個人の固有の位置に関する知識である．〈決定的な標識〉や〈アイデンティティ・ペグ〉と

いう表象と，特定個人に帰属されるようになる生活史上の諸事件の組み合わせ（Goffman 

=2003:102）を示すとした．社会的アイデンティティとは，ある人を他者がある社会的カテゴリー

の一員と同定すること，ある人と社会的カテゴリーを結び付けることをさす（南 1998）．自我ア

イデンティティとは，個人が多様な社会的経験を経た結果，獲得するに至った自己の状況，自己

の持続性，性格などについての主観的な感じ（Goffman=2003:179）であるとした．ゴフマンは

前 2 者を，他人が抱く様々な関心，さまざまな定義の一部であり，個人が自覚しなくても存在す

るものとし，後者を個人の主観的なものとした．

　また Hogg & Dominic（=1995）は，自己概念を個人的アイデンティティと社会的アイデン

ティティという 2 つの下位体系に分けられるとした．前者は，年を取るにつれて発達する自己感

覚，自己記述である．後者は，集団やカテゴリーの成員から派生する自己記述である．アイデン

ティティは両者を両極とする連続体をなしていて，社会的・個人的同一化のどちらが現れ，主観

的に認知するかによって，行動内容が決定されるとした．したがって社会的状況下では，社会的

アイデンティティの方が個人的アイデンティティよりも顕現する（Hogg & Dominic=1995）と

主張している．
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　一方で，認知的，社会的，情緒的能力が統合する一生続くプロセス（Kalet et al. 2017）とい

う説もある．「自分とは何者か」という自己への問いは，自分がそれまでと異質の世界にさらさ

れるときに意識させられる．それまでのアイデンティティでは安定した自己を維持できない事態

が起こる度に，アイデンティティは変容し発達し続ける（岡本 1997）という．

　本論では，自己概念としての専門職アイデンティティを中心に議論するため，Hoggs & 

Dominic による個人的アイデンティティと社会的アイデンティティ概念の枠組みと，成長プロ

セスだとする考え方について整理したうえで，専門職アイデンティティの概要を把握する．

　（１）個人的アイデンティティと社会的アイデンティティ

　個人的アイデンティティを持つという意識的な感覚は，Erikson（=2017）によると，時間・

空間の中での自分の存在の自己斉一性と連続性の知覚と，それを他者が認めてくれていることを

知覚することである．帰属性を特徴とし，「自分であること」，他者の中で自分が独自の存在であ

ることを認め，過去から未来の中で一貫した自分らしさの感覚を維持できている状態を示す（岡

本 1999）．①「個人的な同一性の意識的感覚」であり，②「個人的な性格の連続性を求める無意

識的な志向」であり，③ ｢ 自我総合の無言の働きに対する一つの基準 ｣，④ ｢ 特定の集団の理想

と同一性との内的な一致（連帯）の維持 ｣ と説明される（鑪他 2014）．エリクソンによれば，ア

イデンティティとは，他者への同一化群をまとめなおすことによって得られる一つのゲシュタル

ト（部分の寄せ集めを超えた独自の全体性）であり，つまりアイデンティティの問題は，はじめ

から社会的条件と不可分の関係にある（鑪他 2014）．

　一方の，社会的アイデンティティは，「ある個人の感情的および価値的な意味づけを伴う自分

が，ある社会集団に所属しているという知識」（Hogg & Abrams=1995; 6）である．社会的アイ

デンティティ理論は，ヘンリー・タジフェルから始まった（Hogg=1994）．社会は，国家，民族，

階級，職業，性，宗教など，多様な社会的カテゴリーによって成立している．人は，他者と同様

自分のこともカテゴリー化すると考えられている．集団への所属によって自己のカテゴリー化が

なされる．さらに，他との比較で，内集団についての肯定的ステレオタイプを獲得維持しようと

する．自己と他の内集団成員との類似性を強化し，内集団を肯定的に捉え，自己と外集団成員と

の差異を強調する．社会的アイデンティティは，自尊心の重要な源泉でもある．自己のカテゴ

リー化は，共有された信念・態度・行動・様相といった集団の属性によって自らに色を付け，ま

たその属性が自分に反映されるためにますます重要になる（Hogg & Abrams=1995）．人は社会

的場面に最もふさわしいと思う社会的アイデンティティを演じる．さらにアイデンティティには

階層があり，社会的アイデンティティはその時々の状況に最適なカテゴリー，枠組みが使用され

る（Willetts & Clarke 2014）．

　個人的アイデンティティは，個人は他の人間とは異なるものとする自己概念である．他方の社

会的アイデンティティは，自己を他の内集団メンバーと交換可能であるとし，外集団メンバーか

らはステレオタイプ的に別であると見られる，社会的カテゴリーの特徴としての自己概念を指
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す．社会的アイデンティティは，我々が誰であるかについて一致した意味を与え，複雑な社会的

関係の中で，我々の位置を決定する（Hogg =1994）．

　（２）社会アイデンティティの中の専門職アイデンティティ

　職業アイデンティティは，社会的アイデンティティの 1 つである．それは，職業観や価値観に

象徴され，職業における自己の位置づけ，目標そしてさらに能力に関する自己理解の程度として

捉えられる（元木他 2014）．職業における自己確立，職業人としての生き方における一貫した自

分らしさや，社会的カテゴリーとしての職業および役割と自己との同一視が実現した状態を指す

（長谷川 2012）とも言われている．職業アイデンティティの形成は，人間の発達段階で重要な意

味を持つ．それは，職業としてのアイデンティティと個人としてのアイデンティティという 2 つ

の自己概念の一体感の向上である（岩本 2015）．

　専門職の職業アイデンティティ（occupational identity, vocational identity：職業的同一性）

を区別して，専門家／専門的アイデンティティ（professional identity）とよぶ（前田 2009）．

松尾（2006）は専門職の特徴として，①専門的なサービスを顧客に提供するために知識・スキル

を獲得し，②同業者集団に準拠し，③職務を遂行する上で自身の判断に基づいて自律的な行動を

とることができ，④同僚や顧客から専門家として認められ，⑤顧客の目標達成を助け，公共の利

益に奉仕することを重視し，⑥職業に対する愛着をもって，たとえ外的報酬がなくてもその分野

で働きたいという献身的姿勢を持つ（松尾 2006；50-51）という 6 点を挙げている．

　専門職アイデンティティとは，専門職集団への個人の同一化であり，その集団の規範や価値観

を内在化した状態で，元の自身のアイデンティティと調和しているという主観的感覚（Levy et 

al. 2014; Carpenter & Platt 1997）である．

　アイデンティティは社会的文化的役割の文脈の中に存在する．人は人生において複数のアイデ

ンティティを持つ．どのようにふるまうことが期待されているかは文化によって異なる（Tan 

et al. 2017）．個人は，場や文脈に応じて，複数のアイデンティティを使い分ける．したがって，

専門職アイデンティティは個人の中にある複数のアイデンティティの中の一つ（Beddoe 2011）

であり，専門職として立つときに前面に出るアイデンティティである．

　２．ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティに関する記述の多面性

　専門職アイデンティティは，内的「理想」と外的「実際の」実践者との組み合わせで長年発展

してきた（Karpetis 2014）．ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティの定義としては，

「ソーシャルワーカーという専門職全体が有している価値・知識・技術を自己に取り入れ，それ

に自己一体感をもって帰属する職業アイデンティティ」（横山 2008：64-65）とされるが，その

説明のされ方には，以下の 3 つの方向性がある．①専門職集団内で共有される，価値規範を基礎

にした専門性，②個人が専門職集団の規範を内在化させ，個人的アイデンティティの中に取り込
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んだ状態，③個人が専門職規範を内在化させるプロセスである．ソーシャルワーク領域を中心に

それぞれの描かれ方について概観する．

　（１）ソーシャルワーカー集団で共有されるもの

　専門職アイデンティティは専門職につながる特定の特徴をそなえた，特定のグループのアイデ

ンティティとしても定義されている（Campanini 2012）．それは時間をかけて発展し，特定の要

素が専門職の中で共有されてきた（Beddoe 2011）．専門職アイデンティティは，他の専門職メ

ンバーと共有する価値基盤，倫理観，態度，基礎となる理論，知識，信念とスキル，共有する特

徴であり（Hall 1987; Watts 1987; Webb 2017; 高良 1998），専門職全体が共有する一貫性と職域

の境界を表す言葉である（中野 2007）．中でも，基本的価値基盤と実践の目標は専門職のアイデ

ンティティを特徴づける（Tam & Coleman 2009）．社会福祉専門職のアイデンティティを規定

する主要な要素は，ソーシャルワークの理念・目的・視点にある（秋山 2007）．Carpenter & 

Platt （1997）も，この価値基盤をソーシャルワークの固有の目的や見方の基礎であるとし，抑

圧された人々の well-being と社会正義への関心は，私たちが他職種から区別される「品質証明」

であると宣言している．

　（２）ソーシャルワーカー個人に内在化されたもの

　専門職が共有する特質を専門職アイデンティティだとする主張と共に，その特質を，個々の

ソーシャルワーカーが内在化させた状態，あるいはその状態に対する認識であるとする主張もあ

る．多くの調査研究はこの定義を前提にしている．

　Trede ら（2012）によると，専門職アイデンティティは，専門職メンバーが，態度と信念と基

準を成長させたときに起こる．職業集団の持つ規範や価値体系との相互作用の中で自覚される主

観的感覚（佐々木・針生 2006）である．また職業における自らの役割に関連する主観的自己概

念（Kururi et al. 2016）ともされている．仕事をする上での規則，価値，形式化された方法が

内在化され，個人的に受け入れられて形成された専門職アイデンティティは，世界の中での存在

方法であり，役割を認められる方法である（Tan et al. 2017）．さらに，期待された役割の遂行

について，個人的に適性があり満足と感じる自己イメージである（Ewan 1988）とも言われてお

り，適応した自己についての肯定的認識への言及もある．

　いずれも，専門職の中で共有される特質を自己の中に内在化させた状態，あるいはその状態に

対する主観を意味している．職業自己をどのように自分の中に取り入れていくかで形成される

（波多他 2015）もので，「専門職であるという感覚」（Paterson et al. 2002），「職業人としての自

己の位置づけ，目標，能力に関する自己理解の程度」（元木他 2016：73），看護の領域では「職

業との自己一体意識」（グレッグ 2000：53），養護教諭については「自分は養護教諭であるとい

う自覚をもって，養護教諭という仕事に価値や誇り，やりがいを感じ，そこに自分らしさを見出

し，職業とともに人間として発達していくもの」（波多他 2017：28）等の説明がなされている．
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　ソーシャルワークにおいても，北島ら（2007）は，「人や社会に対する使命や，それを支える

専門価値，その社会全体の中での専門的役割やその社会的機能，そして，そのソーシャルワーク

専門価値，専門役割を遂行するための専門知識，専門技術をもち，一人の専門家としてソーシャ

ルワーカーの中に，全体として統合された専門的同一性（プロフェッショナル ･ アイデンティ

ティ）を形作っていかなければならない」（北島他 2007：88）と説明する．ソーシャルワークの

使命，価値規範，倫理と理論基盤に基づいた行為として特徴づけられる（Moorhead 他 2016）．

ソーシャルワーカーがいかに自分をソーシャルワーカーとして捉えているかであり，専門職が共

有する特徴を基にした自己概念（Webb 2015）である．

　以上のように，個々のソーシャルワーカーに内在化されたものと捉える主張にも，個人の中に

専門職の特徴が内在化された状態と，それに対する自己認識という，2 つの様相が示されている．

　（３）専門職アイデンティティの成長プロセス

　専門職アイデンティティは，専門職が共有する特徴であるとするもの，個々人に内在化された

その特徴を指すとするもの，内在化された特徴の自己認識とするもの，そして最後に自分は専門

職であるという感覚を持つに至るプロセスをさす（Wiles 2013）とする主張がある．

　プロセスとする考え方ではアイデンティティ形成は一人ではなしえず，多様な役割を通して自

らを見，他者の反応から構築（Alexander & Charles 2009）するものであるとする．したがっ

て，アイデンティティは，自我の安定した核ではなく，統一されたものでもなく，単数でもな

く，さまざまで，たえず変化・変形のプロセスの中にある（Hall=2001）．それは他者との関係

のなかで作られ続け，生産・再生産される過程的，流動的，折衝的なものとして捉える必要があ

る（岩本 2015）と主張される．

　アイデンティティの獲得，確立は，日常を積み重ねる中で醸成される．日々のいろいろな出来

事を通して，自分は何者であるか考え，問い，確かめる．自分のアイデンティティは，他者が自

分をどう表現するかによって決まる（Gergen =2004）．自らアイデンティティの問い直しを繰り

かえす中で，周囲の人が認めているという感覚（安定感，安心感，自信）も深めていく（鑪他

2014）．他者との関係を通して，自己というアイデンティティは現実化されるので，アイデン

ティティにはすべて，他者が必要なのである（福井 2001）．

　そうすると，専門職アイデンティティも不変ではない．職場要因によって形成される，解釈と

カスタマイズが継続するプロセスである（Webb 2015）．ソーシャルワーカーの場合は，「自己覚

知」の成長と，役割，価値，倫理との一体感の高まりによって生じる（Osteen 2011）とされる．

つまり，まっすぐに専門職役割やカテゴリーを取り込んでいくのではなく，多様な環境との相互

作用に影響され揺れるのである．したがって専門職アイデンティティは，特徴や価値観，能力と

いう特定の何かで示せるものではなく，より複雑なもの（Wiles 2013）になる．

　このプロセスについては，社会化理論と役割理論による説明を取り上げる．

　社会学事典によると社会化とは，①社会規範の内面化，②個人が自らの行為を他者の期待に一
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致するように導いてなされるもの，という 2 つの概念によって成り立っている（Abercrombie 

et al. =1996）．個人がさまざまな他者との相互的なやりとりを通して社会的アイデンティティや

役割を形成し，社会的な存在となる過程を指す（栗原 2000）．社会化は，社会的役割の学習に他

ならない（Barretti 2004）．大人の場合は，個人が他者との相互作用を通じて，自己を発達させ，

その社会（集団）に適合的な行動様式を獲得する過程である．社会から見れば，個人に社会（集

団）の価値規範，技能・知識などを習得させ，個人をその社会（集団）に適合的な存在にしてい

く過程であり，個人から見れば，他者との相互作用を通して，その社会（集団）にふさわしい行

為や態度，考え方を身に着けていく過程である．

　その中でも「職業的社会化」とは，成人社会化の一形態であり，個人が職業人として一人前に

なっていく学習過程のことである．職業上の知識，技術，価値観，規範，役割行動を習得し，内

面化することだが，単なる学習ではなく，職業倫理や社会的責任の自覚も意味する（Abercrombie 

et al. =1996）．対外的には特定の職業役割に，内的にはその役割に関連した主観的自己概念化に，

その職業に入った個人が適応することである（Miller 2010）．

　特に専門職社会化は，個人が，ある専門職メンバーの特徴である，価値観や規範，理想，倫理

と態度，行動様式，技術，知識―つまり文化―の，個人的行動や自己像への内在化も含む「専門

的自己」を成長させるダイナミックなプロセスである（Adams et.al 2006: Miller 2010: 

Stephanie et al. 2012: 長谷川 2012）．そしてそれは専門職アイデンティティの感覚を獲得する複

雑なプロセスである．

　ソーシャルワークの専門職社会化も，知識と技術の習得と共に，ソーシャルワークの価値基盤

への同一化が必要で（Varley 1963），多くの研究は，価値観に集中している（Barretti 2004）．

個々の実践者が，徐々にソーシャルワーカーのように考え，行動し感じるように影響する．つま

り個人の形質転換が根本的特質となる．知識と技能の学習に自己概念の変容が加わることが，ト

レーニングと社会化を区別する．自己のある種の側面を，新しい思考，行動，価値づけのやり方

で置き換えるという，能動的で目的志向的な社会的プロセスなのである．したがって，中核とな

る信念と価値観に関連したものになる（Cruess et al. 2009）．

　Barretti（2004）は，社会化プロセスは構造機能主義とシンボリック相互作用のブレンドで説

明できるとした．リントン，パーソンズらの構造機能主義は，社会構造からの役割期待と，それ

に応える社会化を解明しようとする．一方のターナーらのシンボリック相互作用の視点では，日

常的対人関係における役割の実践や役割取得を解明しようとする．その基礎を築いたミードによ

ると，人は他者との相互作用過程において，他者の意図を感知して，自分の行為を選択する．こ

の過程を「役割取得」と呼び，人は他者の役割を取得することを通して自我を形成し，自我の社

会化がなされるとした．

　2 つの理論の修練・関連付けを目指す試みも増えている．その中の一人ストライカーは，構造

的シンボリック相互作用論というモデルを提示した．その骨格は，社会関係に参加し，その成員

性を認められることで，ある社会的対象の形を振り当てられ，個人はアイデンティティを持つと
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いうものである．個人のアイデンティティが確立されるのは，他人がある個人を社会的対象とし

て位置づける際に用いるアイデンティティ用語と，自分に割り当て，公表する用語とが一致する

ときである（三沢 1987）．

　シンボリック相互作用に根差した中間理論である，役割アイデンティティ理論では，全ての人

には複数のアイデンティティと役割があり，優先性によって階層になっており，役割は活発に作

り出されていると考える．社会的役割は，特定の社会的地位にいる人に抱かれる期待である．役

割アイデンティティは，思考や行動の評価のための参照枠組みや型を提供する．あるアイデン

ティティが主張されれば，他者は反応や行動によってその社会的地位を占める者としてリアク

ションし行為する．それを役割支持という．自他の期待，教育，倫理綱領など，外的力は，自身

を援助者，ケア提供者，問題解決者と見なすようにする．

　以上のように，役割は最も一般的で有用な用語で，社会化を説明する際の中心的な概念とされ

ている．役割理論では，何らかの方法で他者と関わるすべての個人の行動は，役割行動とみな

す．パーソナリティを構成するあらゆる側面は，役割の用語で記述できるが，自己が役割のなか

に完全に表現されてしまうことはありえないし，行動を役割だけで理解できるわけではない

（Ruddock 1969）．

　社会的役割は，「役割期待」→「役割知覚」→「役割自認」→「役割行動」へと続く一連のプ

ロセスをたどる．役割期待は，特定の社会的地位の占有者の果たすべき典型的な行動の様式化と

その順守への期待である．これを知覚し，役割自認によってその知覚を内面化し，最終的に役割

行動へ至る（関根 2001）．人の行動は，自己の性格より，その人の属する地位に付随する期待に

よって決められる．新しく特定の専門職業に就いた人は，このプロセスにおいて，外的には専門

職役割を求められ，内的には主観的自己概念において変革を迫られる（McGowen & Hart 

1990）．

　以上のように，専門職アイデンティティは変化し続けることを前提とすると，専門職役割を内

在化させる専門職社会化プロセスであると捉えることもできる．それは役割の学習に他ならない

とされているように，期待された役割に応えていくプロセスでもある．専門職社会化には，専門

職集団が共有する文化が前提としてあり，役割期待をする他者／周囲との相互作用を通して，個

人がその集団の役割を自認し，自らを変革させていくという構造とプロセスがあることが示され

た．

　３．専門職アイデンティティの構造とプロセス

　専門職アイデンティティについて，多様な論者が多様な立場から説明している．ソーシャル

ワークにおける専門職アイデンティティも，単一ではなく，これらの異なるルーツや理解に影響

された多様なものだろう（Sansfaçon & Crête 2016）．「専門職アイデンティティ」という用語の

中に，①専門職集団が共有するアイデンティティ，②個人の中に統合された社会的アイデンティ
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ティの一つとしての専門職アイデンティティ，さらにはそれに対する自己認識，③個人の中にそ

のアイデンティティを内在化させるプロセスという 3 つの意味が含まれていた．7 名の学生を対

象に半構造化インタビューを実施した Wiles（2017）も，専門職アイデンティティという用語の

意味は単一ではなく，異なる目的のために使用されたことを報告している．Nuttman-Shwartz 

（2017）も，専門職アイデンティティは，専門職の定義とアイデンティティ獲得に関するプロセ

スとを結びつけたもので，個人と専門職集団によるものがあると指摘しているが，個人の中で

も，内在化された状態を指すもの，その状態をいかに認識するかの主観を指すものとが含まれ

た．こうした捉えられ方の混在は，図 1 のように示すことができる（図 1 参照）．

図 1．ソーシャルワーク専門職アイデンティティ全体像

　多様な説明はそれぞれ，専門職アイデンティティの一部に焦点が絞られ，論者の研究枠組みの

中で語られている．専門職アイデンティティの先行研究の蓄積は多くあるが，操作定義はしてい

ても，理論枠組みまで明示したものはほとんどない．こうした背景が，専門職アイデンティティ

を捉えどころのない，教育訓練に取り入れにくさを生む一因となっていると考えられる．

　４．専門職アイデンティティ形成のための教育訓練

　Parsons（=1979）によると社会化とは，社会に存在する規範，価値指向パターンを内面化す

ることであると同時に，社会体系の安定，社会が存続していくための要件である．そうすると専

門職アイデンティティ形成は，その専門職集団が存続するための要件だともいえる．つまり個々

の専門職がより良い実践に従事するためにも，専門職集団の存続のためにも，専門職アイデン

ティティ形成は重要な課題である．

　専門職アイデンティティ養成を検討する場合，焦点はプロセスになる．しかし学生の専門職社

会化を促進するための教育については，まだ明らかにされていない（Stephanie et al. 2012）．専
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門職アイデンティティ形成は，初期から最終段階へと直線的に成長するものではなく（Barretti 

2004），大学の年限より後に達成され，学業とは関連がないことも明らかにされている（Stephanie 

et al. 2012）．それでも Paterson ら（2002）は，専門職教育において専門職アイデンティティ形

成は，中心的プロセスであり重要な成果であるとした．2021 年度から始まる精神保健福祉士の

新カリキュラムにおいて，「ソーシャルワーク演習（専門）」の中で，職業アイデンティティの構

築が言及されている．ソーシャルワーク専門職アイデンティティ形成に困難が伴う日本において

こそ，養成教育の中に組み込む必要がある．専門職アイデンティティはソーシャルワーク学生の

レジリエンスの源になりえる（Moorhead, et al. 2019）ことも明らかにされており，養成教育に

おいて専門性の基礎を構築しておくことは重要だろう．

　社会化プロセスは，専門職固有の世界の見方を固める訓練期間と同時に進行する（Campanini, 

et al. 2012）．つまり職業のための社会化（専門職養成教育など）と職業による社会化（現場経

験）がある（Webb 2015）．

　（１）養成教育における専門職アイデンティティ形成

　専門職アイデンティティ形成は，学生がその専門職集団のメンバーになるために必要な知識，

技術とソーシャルワークの価値規範，態度を獲得し，それらを実践に統合する能力を養う複雑な

プロセスを含む（Nuttman-Shwartz 2017; Wiles 2013）．さらに学生はソーシャルワーカーであ

るという個人的感覚を成長させなければならない．技術中心教育では学生の専門職アイデンティ

ティの成長にほぼ影響しないことは検証されて（Hamilton 2008）おり，医学教育でも，経験と

省察の機会を成長段階に応じて適切に提供し，適切な価値観と行動を内在化していけるような機

会の必要性が主張されている（Cruess et al. =2012）．

　他方，教育プログラムよりも意図していない教員や実習指導者の日常をモデルとして学生は学

ぶ．教員と学生の間の，言語化されず，意図もされず，個人関係的な形の教育・学習である「非

公式カリキュラム」の重要性が指摘されている．カフェでも懇親会でもエレベーターの中でも，

日常的でありふれた毎日の社会生活が集団の価値観と規範的水準の伝承と強化をもたらす

（Cruess et al. =2012）のである．教育者は，学生がソーシャルワーク専門職に入るべきかどう

かを決定する責任を持ち，教育と実践の交差点に立つ監視者で，学生のみならず将来のクライエ

ントにも影響する（Mackay & Zufferey 2015）．そこで教員の責任は，理論的概念，ソーシャル

ワークの価値規範と倫理を教え，質の高い実践のために必要なスキルを授けることと共に，新し

い役割アイデンティティへの社会化の機会が得られる環境を整えなければならない

（Stepteau-Watson 2012）．また教員も，ソーシャルワーカーとしてのアイデンティティを持つ

ことと，ロールモデルであるという自覚（渡部 2015）が求められる．

　Trede ら（2012）は，学習と教育への示唆として，①大学のカリキュラムは，知識，技術，価

値規範，あり方を教えることに焦点づけられる．講師は，ある専門職コミュニティへの所属意識

を学生に打ち立て，インフォーマルには学生仲間が専門職アイデンティティ感覚を育てる，②他
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との違いを認識することもアイデンティティ形成に貢献することを踏まえてカリキュラムをつく

る，③大学コースの中で，学生が特定の専門職の一員であると自覚し，その一員になることが，

自分たちにとっても，社会にとっても，価値のある重要なことだと考えられるようにすることを

挙げている．

　また社会的アイデンティティは，所属する，あるいは所属したいと思うコミュニティに参加

し，その実践に従事することを通して，成長し，維持される（Osteen 2011）ものなので，ソー

シャルワークを学ぶ学生にとって，現場実習は専門職アイデンティティ構築のための最も重要な

機会といえる．現場では，多様な語り，視点，信念にさらされる．重要な他者との間のジレンマ

や相互作用の中で交渉することによって，学生は固有の専門職アイデンティティを構築する

（Barretti 2004）．こうして専門職の価値規範に社会化される（Wiles 2017）のである．

　さらに学生が，ソーシャルワーカーであるという感覚を個人の中で発達させるためには，アイ

デンティティを言葉に出す機会が欠かせない（Wiles 2013）．そこで実習指導者は，経験を振り

返りつつ，暗黙の学びを明確な学びにするという重要な役割を持つ（Wiles 2017）．暗黙知は教

えられないが，学ぶことは可能であり，講義よりも，自己省察を促す状況でよく学ばれる

（Cruess et al. =2012）．バイザーやソーシャルワーカーが，ロールモデルとして使命や職業倫理

を示すと，アイデンティティ確立が促進される（渡部 2015）．ロールモデリングとは，教員が，

知識，態度，技能を披露するプロセスである．このロールモデリングは，意識的・無意識的，明

示的・暗示的の混合によるため複雑だが，エキスパートの思考過程を具体的に示し，言語化する

ことと，専門家としての望ましい行動と特性をはっきり示すことが求められる．

　以上を踏まえると，養成課程で取り組めることとして，以下の 5 点が挙げられる．すなわち，

①知識，技術，価値基盤の伝達，②専門職としての思考，態度を習得するための「非公式カリ

キュラム」の土壌づくり，③多職種連携教育による自他職種の理解と協働を学ぶ機会の創出，④

専門職アイデンティティを省察し表明する機会の提供，⑤ロールモデルとの出会い，暗黙知の習

得のための現場実習である．このプロセスに従事する教員や実習指導者は，「非公式カリキュラ

ム」の重要なアクターである自覚を持ち，専門職アイデンティティについて，直接・間接に語

り，聴く，対話を取り入れることが求められる．

　（２）現任者訓練における専門職アイデンティティ形成

　専門職の社会化は訓練のプロセスで既に始まっているが，実践共同体に正式に参加するという

成員性が重要であり，そこでの実践を通して専門職アイデンティティ感覚は得られる．実践共同

体の中で，古参の技能を習得しつつ経験を積み，周囲からの評価やフィードバックを得ながら，

職業的アイデンティティは発達する（豊田 2015）．したがって，養成課程での教育に加えて，職

場に入ってからも専門職アイデンティティは形成され続ける．現場でソーシャルワーカーとして

の役割と責任を担うこと（Wiles 2013），特定の準拠集団の重要なメンバーとの相互作用（Miller 

2010）が，アイデンティティ構築には重要な道筋である．Kearns & McArdle（2012）の調査で
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も，「becoming」プロセスにおいて「belonging」が重要だと示されている．

　カナダで最終学年と卒業 6 か月後，1 年後に 6 名のソーシャルワーカーを対象に半構造インタ

ビューを実施した調査でも，職場でも専門職アイデンティティは成長し続けること，仲間からの

支援と承認は，新しい実践の文脈における知識，技術と価値を固め，専門職アイデンティティを

強める（Sansfaçon & Crête 2016）ことが示されている．オーストラリアでも，17 名を対象に

同様の調査が行われ，認められているという経験，実践者の自律と資格を重視するといった組織

理念など，環境の重要さが示唆された．学習と十分なサポートによって，多くの参加者は専門職

アイデンティティをより明確にとらえ，自信を獲得していた（Moorhead 2019）．つまり新任

ソーシャルワーカーが職場でうまくやるには，専門職アイデンティティの成長と維持が励まされ

なければならない（Donnellan & Jack 2015）のである．

　就職して最初の数年は，学習にとっても，専門職アイデンティティの構築にとっても，重要だ

とみなされている（Wood 2016; Donnellan & Jack 2015; Moorhead et al. 2016）．新任ソーシャ

ルワーカーは，訓練で得た台本に頼るが，数か月後にはアイデンティティ強化へ移行する．仲間

とのインフォーマルなコンタクトが情報へのアクセスを増やし，先輩の真似をすることで専門的

類似性や期待の感覚を共有するようになる（Webb 2015）．公式的研修より仕事経験から学ぶこ

と，新しい解決策を考えないといけないような問題に直面した時成長すること，アクションを起

こすこと，自分がイニシアティブをとっていると感じることが経験から学習する上で重要である

（松尾 2006）．笠井（2005）も，プロフェッショナルと目されるエンジニアへのインタビュー調

査から，予期せぬ経験を通して，自己概念，他者認知，専門技能は段階的に深まっていくと報告

している．

　さらに業務だけでなく，インフォーマルチャネルからのフィードバック（Webb 2015），個人

的，専門的，組織的なつながりの重要性が示されている．管理者や同僚から，一人前で自律した

専門職と認められること，相互作用とインフォーマルな学びのプロセスに価値が置かれる．した

がって知識と技術開発はもとより，自己効力感と組織文化の喚起が重要である．知識と技術の統

合が重視されがちだが，スーパービジョンや日常的ネットワークの中での実践経験の省察がより

効果的（Kearns & McArdle 2012）だとされている．専門職アイデンティティは，専門職の共

有する特徴を表現し説明することを含む（Moorhead 2019）．問われること，表現することを通

して，ソーシャルワーカーであることを自ら認識し，他者に表明するのである．

　先行研究では，専門職アイデンティティに関連するものとして，職業的方向づけ，職業発達や

成熟度（前田 2009），SOC（SOC：首尾一貫感覚），スーパービジョンへの満足度（Levy et al. 

2014），スーパーバイザーとの良い関係（Wiles 2017b），ロールモデルの存在（Varley 1963），

誇りと所属集団内の他者による尊重，信頼（早瀬他 2011），看護ではあるが，経験年数，結婚，

役職，職業選択動機（落合他 2007），明確な職業イメージ，主体的決定を行うこと，自己犠牲規

範意識（佐藤・菱谷 2011），職業に対する肯定的イメージ，学習意欲，他者評価，自己評価，組

織風土，重要他者との関係性，役割，看護実践の志向性，患者や家族との相互作用（関根・奥山
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2006），教育レベル（グレッグ 2002）などが挙げられている．

　以上を踏まえると，現任者の場合は公式な研修よりも直接的職場経験から学習するため，意図

的な専門職アイデンティティ形成のための取り組みは困難である．それでも可能な方策として

は，以下の 4 点が挙げられる．すなわち，①同一専門職集団との日常的な交流の場の提供，②

ソーシャルワーカーによるスーパービジョンの提供，③適切な役割期待がなされ，ソーシャル

ワーカーからのフィードバックが得られるような組織づくり，④ソーシャルワークの役割につい

ての普及啓発と，その下支えとなる調査研究である．

　まとめ　今後の課題

　専門職アイデンティティとして語られる概念には，専門職が共有する特性を指すもの，それが

個人に内在化された状態，あるいはそれに対する認識を指すもの，さらに専門職の特性を個人が

内在化するプロセスを指すものがあることを示した．それらはいずれも重要な要素であるが，一

つの用語に多様な概念が混在しており，専門職教育に組み込むことの弊害になっていると推測す

る．

　ソーシャルワーカーが専門職アイデンティティを確保し社会的承認を得るために，業務の確立

と標準化が不可欠である（奥田 1992）．専門職で共有する特質が明確でなければ，専門職集団と

しての凝集性を高めることができない．肯定的なイメージを持ちようもなく，個々のソーシャル

ワーカーの社会化プロセスにも悪影響を及ぼすだろう．日本には 2 つの国家資格があるが，ソー

シャルワーカーとしての連帯と核になる性質を明確にして共有する必要がある．ソーシャルワー

クの核を探究する理論・実践研究が求められる．

　また，個人に内在化された専門職の特性については，教育訓練目標になる．個人内の専門職ア

イデンティティは，成長し続けるものであるため，実践能力と共に視覚化されれば，自己省察に

活用できる．日本では，看護をはじめとする他領域での指標開発が先行している．個々のソー

シャルワーカーが自ら省察しつつ専門職アイデンティティ形成を進めるためにも，ソーシャル

ワーカーの専門職アイデンティティ評価指標が待たれる．

　最後にプロセスとしての専門職アイデンティティ概念は，教育訓練プログラムを模索する上で

注目されるべきだろう．公式のプログラム以上にインフォーマルな相互作用から学生は多く学ぶ

ため，どのようなプログラム，インフォーマルを含めた環境，要因が専門職アイデンティティ形

成を促進するのかを模索しつつ，プログラム構築を検討していく必要がある．
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